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春春春春のにおいをのにおいをのにおいをのにおいを感感感感じながらじながらじながらじながら、、、、出出出出かけませんかかけませんかかけませんかかけませんか？？？？

 
においに関する感覚のこと。空気中のにおいの分子を鼻の奥にある嗅細胞で受け取り、神経細胞活動に変換して嗅皮
質で認識する一連の流れを“嗅ぐ”といいます。直接触れて感じる味覚とは異なり、対象から距離があっても感じ取ること
ができます。 
ちなみに快・不快いずれにも使用する文字は「匂い」、不快な場合は「臭い」と表記します。

 

日本古日本古日本古日本古来来来来のののの香香香香りはりはりはりは自然自然自然自然からのからのからのからの贈贈贈贈りりりり物物物物 

麻布麻布麻布麻布 香雅堂香雅堂香雅堂香雅堂

なんとなく懐かしく感じる和の香り。麻布にある香雅堂は、線香やお香、匂い袋、香木、香道具など、心がほっとする日本古
来の香りを多数取り扱っているお香の専門店です。

今から1500年ほど前、仏教の経典の道具として、香料（香木）が日本に伝来しました。香木とは、香りを放つ木のことで、白
檀（びゃくだん）、沈香（ぢんこう）（伽羅（きゃら）を含む）、黄熟香（おうじゅくこう）の3種類に分けられます。いずれも若干の甘
さが漂う落ち着きのある香りが特徴です。

香木の香りには、精神を落ち着かせる作用があるとされ、昔から貴族などに珍重されてきました。この香木の香りこそが、私
たちが「和の香り」と感じる香りの元となっているものの正体です。 

香木を使って香りを楽しむ香道は、日本独自の芸道として現在でも親しまれています。 
香木の香りは、現在の技術をもってしても人工的に作ることができません。だからこそ、自然が育んだ「和の香り」を嗅いでい
ると心が落ち着いていくのかもしれません。

ときには嗅覚を研ぎ澄ませて、ほのかに感じる「和の香り」を、心静かに楽しんでみてはいかがでしょうか。 

麻布麻布麻布麻布 香雅堂香雅堂香雅堂香雅堂

港区麻布十番3-3-5  

TEL 03-3452-0351 
東京メトロ 麻布十番駅1番出口より徒歩1分  
開館時間開館時間開館時間開館時間 10:00～19:00  
休館日休館日休館日休館日 日・祝日 

http://www.kogado.co.jp/



 

 

 

●体体体体験験験験香席香席香席香席のおのおのおのお知知知知らせらせらせらせ 
毎月1 回、初めての方を対象とし
た香席を開催しています。 
香席に興味がある方はぜひお気
軽にご参加ください。 
3月20日（土）10:10～12:00（予約
制）  
※3月2日（火）12:00から予約開始 

会費：3000円（資料・お土産付） 
持ち物：白いソックス、洋装の場合
は膝が隠れる丈が望ましい

 

春夏秋冬春夏秋冬春夏秋冬春夏秋冬、、、、それぞれのそれぞれのそれぞれのそれぞれの 香香香香りをりをりをりを楽楽楽楽しむしむしむしむ公園公園公園公園 

芝公園芝公園芝公園芝公園

3月も中旬を過ぎると、いよいよ春本番。港区には花の香りを満喫できる名所が
たくさんありますが、芝公園はその代表格です。 
日本で最も古い公園のひとつである芝公園は、1873年（明治6年）上野、浅草、
深川、飛鳥山とともに、日本で最初の「公園」に指定されました。

当時は、増上寺の境内を含む広い公園でしたが、戦後、境内の部分が除かれ
て現在のような環状の公園になりました。園内には、ソメイヨシノ、ヤマザクラ、
サトザクラなど全体で約200本余りの桜の木があり、ほのかな花の香りも楽しめ
ます。

芝公園には、ほかにも四季を通じてたくさんの花が咲きます。 
夏には夏ツバキ、秋にはキンモクセイ、冬にはサザンカや水仙など、四季折々
の花が咲き、芳しい香りを届けてくれます。 
季節の移ろいを花の香りで感じるという日本特有の風流な楽しみ方で、四季を
意識してみてはいかがですか。

●芝公園芝公園芝公園芝公園のののの花花花花 
春春春春；桜、ハナモモ、ボケ、ミツマタ 
夏夏夏夏：夏ツバキ、ユリの木、タイサンボク 
秋秋秋秋：キンモクセイ、紅葉（ケヤキ、モミジ） 
冬冬冬冬：サザンカ、日本水仙、梅、ロウバイ

 



 

 

 

芝公園芝公園芝公園芝公園

芝公園 港区芝公園1～4 
TEL 03-3431-4359（芝公園サービスセンター） 
都営地下鉄 芝公園駅A4番出口、御成門駅A1番出口、 
赤羽橋駅赤羽橋口出口より徒歩2分、大門駅A6番出口より徒歩5分 
http://www.tokyo-park.or.jp/park/format/index001.html

 

潮潮潮潮のののの香香香香りをりをりをりを感感感感じながらじながらじながらじながら 幕末幕末幕末幕末にににに思思思思いをいをいをいを馳馳馳馳せるせるせるせる 

東京都立台場公園東京都立台場公園東京都立台場公園東京都立台場公園

自然の香りといえば、潮の香りもそのひとつ。台場公園は東京湾にぽっかりと浮
かぶ史跡公園で、四方を海に囲まれ、柔らかな海風を感じることができます。

この台場公園は、ペリー率いる米軍の黒船が来航した江戸時代末頃、当時、大
型船を所有していなかった幕府が、江戸を守るために造った台場（砲台）の跡地
です。 
当時、品川沖には6つの台場が造られましたが、東京湾整備のため4つの台場
が取り除かれ、そのうちの1つが台場公園になりました。公園の周囲は高さ5～7
メートルほどの石垣で囲まれ、その上に土手が築かれていて、公園内には兵舎
や火薬庫、玉薬置所の跡も残っています。

土手の上に立ってみると、穏やかな春の海のにおいがふわっと香ってくるのを
感じます。お台場やレインボーブリッジが見える絶景ポイントというだけでなく、
ジョギングコースとしても人気で、海を間近に感じられる都会のオアシスでもあり
ます。 
大都会・港区にいながらにして潮の香りを感じる台場公園で、穏やかな春の訪
れを感じてください。

台場公園台場公園台場公園台場公園

港区台場1-10-1 
TEL 03-5500-2455（公園センター）  
ゆりかもめ お台場海浜公園駅より徒歩15分  

http://www.tptc.co.jp/park/daiba.htm

最終回はパワーを感じる？スポットをご紹介。 「第六感」を刺激する不思議な場所を訪れます。



取材協力／麻布 香雅堂、財団法人東京都公園協会、東京港埠頭株式会社
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｜個人情報保護について [PDF]｜

 
(公益財団法人 港区スポーツふれあい文化健康財団) 

港区赤坂4-18-13赤坂コミュニティーぷらざ 

電話：03-5770-6837/Fax：03-5770-6884 

お問い合わせ：fureai-info@kissport.or.jp
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